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第１回　砺波市立庄川中学校

　川合氏は、まず、仕事の心得に関して、「働
く」とは「人」＋「動」であり、「人のために
『動く』こと」、「人を『感動』させること」が
大切であると述べた。また、働く際には地域の
人々への貢献を忘れてはいけないとし、自然循
環型企業を目指す自社の取組みや、地域や社会
への貢献活動、東日本大震災への支援について
紹介。南相馬市のPTAなどが企画した「南相
馬こどものつばさ」プロジェクトに協力し、餅
つきイベントを通じて、被災地の子どもたちに

喜んでもらえたことなどに触れた。さらに、地
域貢献のためには、自分が生まれ育った地域の
歴史や文化を知ることが大切であり、それが働
く意味にも繋がってくる、と力説した。
　最後に、「人のために動く」の「人」とは家族
や友達のことであり、その人たちのために動く
ことで今日から地域貢
献が始められる、と説
くとともに、１４歳の挑
戦では、「人のことを考
えながら、一生懸命チ
ャレンジして欲しい」
とエールを送った。

　６月１９日㈫、平成２４年度第１回の川合声一氏（日
の出屋製菓産業㈱取締役社長）が砺波市立庄川中学
校において、２学年５４名を前に、「働く魅力」と題し
て課外授業を行った。

第３回　黒部市立宇奈月中学校

　市森社長は、はじめに、自己紹介をしながら、
「中学生時代には数学や英語を勉強して何の役
に立つのだろう」と思っていたが、実際に仕事
をして、数学や英語が必要だったと、学習の意
義を強調した。
　つぎに、社会人の心構えとして、中学生も社
会人も「目の前のことに努力すること」は同じ
だが、努力はしんどいし、努力しても成果がで
ないことがあると述べ、そして、「１００回叩けば
突破できる壁があっても、９９回であきらめてし

まう人がいる。その人は今までの努力やかけて
きた時間が無駄に終わってしまう」という松岡
修造氏の言葉を引き、「成長の壁」で諦める人が
多いと語った。
　成長している実感がなくても努力する動機が
でき、「成長の壁」までは成果がでないが、「成
長の壁」を超えると勉強も仕事も楽しくなる。
「このことをわかって
いるだけで大きな差に
なる」と強調した。
　最後に、「努力は幸福
を手に入れる手段では
なく、努力そのものが
幸福を与えてくれる」
というトルストイの言
葉で生徒たちにエール
を送り、締めくくった。

　６月２２日㈮、市森友明氏（㈱新日本コンサルタン
ト取締役社長）が黒部市立宇奈月中学校において、
２学年５０名を前に、「今、何をするべきか。－社会に
学ぶ『１４歳の挑戦』に向けて－」と題して課外授業
を行った。

働く魅力、地域貢献の大切さ
を熱く語る、川合社長

「成長の壁」を超えると勉強も仕事も
楽しくなると語りかける、市森社長

第２回　高岡市立平米小学校

　高見会長は、冒頭、児童たちに「夢は何か」
と尋ね、「将来なりたいものは」と問い掛けた。
子どもたちに思い思いに答えさせたうえで、「夢
を忘れないように頑張ってほしい。夢を決めて
いない人は早く決めないといけない」と述べ、
「夢の実現のためには頑張らないといけない」
と強調した。そして、夢を実現させるためには、
小学生の頃から「当たり前のことを当たり前に
行う」ことが必要だと説いた。言葉で言うのは
簡単だが、実際に実行するのは厄介な問題で、

優しさ、逞しさと我慢をバランスよく身に付け
てほしいと続け、そのためには、①「礼を正す」
－「ハイ」「おはよう」「ありがとう」のあいさ
つを、明るく、はっきりと自分から行う、②
「場を清める」－整理整頓、清掃し、履き物を
揃え、椅子を机に入れる、③「時を守る」－遅
刻しないで約束を守る
こと、が大切だと訴え
た。
　当日は学習参観日で
あり熱心に耳を傾ける
児童と共に、保護者も
多く聴講しており、保
護者に向けた熱いメッ
セージともなった。

　６月２０日㈬、高見貞徳氏（㈱アイペック取締役会
長）が高岡市立平米小学校において、全学年１２９名を
前に、「夢に向かって努力する大切さ」と題して課外
授業を行った。

夢のためには「当たり前のことを当たり前
に行う」ことが必要と語りかける、高見会長
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第４回　黒部市立鷹施中学校

　中尾代表は、小学２年生の頃の犀潟駅での体
験を紹介し、感謝の気持ちをしっかり伝えるこ
との大切さを説いた。そして、「わが家のきまり」
の第１条は「お礼を言うこと」と続け、「私たち
は日頃色々な方からお世話になっていることに
気付いていないことが多い。感謝の心を持つこ
とが大切で、直接お礼を言うことができない場
合は、勉強して社会のために役に立つように働
く。お礼の仕方にも色々ある」と諭した。
　また、自身の夢についても触れ、「最初夢はとて
も実現しなかった。夢は実現しなくてもよい。夢

に向かって努力することが大切だ」と強調した。
　さらに、高校生のとき、英語の先生に教わっ
た英文の和訳「希望は遠い星の光　うつむく者に
は見えない」を紹介し、先生の指導や言葉の思
い出を心の支えとして生きているとし、「先生を
尊敬し、感謝することが大事である」と生徒た
ちに呼び掛けた。
　最後に、「みなさんは
色々なことを教わって
いる。そして、そのこと
によって成長している。
感謝の仕方は立派に成
長することだ」と述べ、
「今日は静かに熱心に
聴いてくれて『ありがと
う』」と述べ、講演を締め
くくった。

　７月４日㈬、中尾哲雄氏（㈱インテック取締役最
高経営責任者）が黒部市立鷹施中学校において、全
学年２４７名を前に、「ありがとう」と題して課外授業
を行った。

第６回　高岡市立戸出中学校

　山野社長は、「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」を
終えた生徒たちに、「なぜ働かなければならない
のか」「自分には何が向いているか」「仕事は楽
しいものか」とは思わなかったかと語りかけた。
そして、自分のやりたいことや夢は簡単にはわ
からないが、それでも何かを見つけるためには、
考え続け、行動し続けること、つまり努力する
ことが大切だと強調した。
　「やりがいは自分でつくるもので、やりがい
のある仕事はつらくて厳しい仕事だ。しかし、
大変だったことや苦労したことが思い出になり、

成長もできる。楽な道より困難な道を選んでほ
しい」と呼びかけた。
　最後に、人生を楽しくするためのコツとして、
①迷ったらやる、②人のせいにしない、③何を
やってもうまくいく（ポジティブシンキング）
の３つをあげ、「充実した学生生活を送るために、
一日一日を大切に、勉強、スポーツや芸術など
に努力して、一生の友
達を作ってほしい」と
語り、「選択できること
は幸せなことだ。人生
で選択に迷った時、ど
ちらが正解だったか絶
対わからない。自分が
選んだほうを正解にし
ていこう」と激励した。

　７月２０日㈮、山野昌道氏（㈱スカイインテック取
締役社長）が高岡市立戸出中学校において、２学年
１２１名を前に、「人生を楽しく生きる３つのコツ」と
題して課外授業を行った。

第５回　射水市立大門中学校

　本川代表は、はじめに「働くとは人が動くこ
とであり、人が力を重ねること」と述べ、会社
は様々な種類の力を重ねる場所であると説いた。
そして、力を合わせること、人と競争すること
の２つのルールを上手に使い分けてほしいと語
りかけた。
　続いて、「１０人くらいと握手しよう」と呼びか
け、結果として①１０名以上の人と挨拶ができた
か、②意味のある情報を交わしたか、③ほめあ
い・励ましあいをしたかを生徒たちに確認させ、
言われたことのみをやるのではなく、一歩踏み
出して行動しようと強調した。

　７月１３日㈮、本川祐治郎氏（㈱プランドットコム
代表取締役・経営士・ファシリテーター）が射水市立
大門中学校において、１学年２４６名を前に、「〈はたら
く〉ことの意義について」と題して課外授業を行った。

　また、得意なことを伸ばそうと呼びかけると
ともに、「目的にたどり着くことだけが幸せでは
ない、どのようなたどり着き方をしたかが充実
感を決める。その上でどんな仕事をしたいか考
えてほしい」と語った。
　最後に、仕事には、①「イヤイヤ」働く＝Ｌ
ＡＢＯＲ、②「ふつうに」働く＝ＪＯＢ、③「ニコ
ニコ」働く＝ＷＯＲＫがあると人に教えられたが、
④自分らしくふるまっ
たり、人のよいところ
をまねたりするなど
「ワクワク」働く＝ＰＬ
ＡＹもあると紹介し、
「職場体験では多様な
人と力を重ねて、社会
に貢献してきてほし
い」とエールを送り、
締めくくった。

感謝の心をしっかり伝えるこ
とが大切と語る中尾代表

「働くとは人が力を重ねる
こと」と語る本川代表　　

努力が大切だと語る山野社長
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第７回　射水市立奈古中学校

　牧田社長は、秋に「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」
に取り組む生徒たちに、「生活をしていて、どう
したら楽しいと感じるか」と問いかけた。そし
て、「生活する」ことは、単に「生きる」ことで
はなく、「目的、行動、結果」の繰り返しであり、
このことをいつも意識してほしいと呼びかけた。
そのうえで、勉強を例にとり、「やりたいと思わ
ないのは楽しくないからだ。できなかったこと
ができる喜びを感じ、成長を確認することが、
やりたいと思う原動力になる」と強調した。
　また、世の中の全てのことには、原因と結果

があるので、職場体験では、結果を考えて頑張
ってほしいと語った。
　さらに、学生時代も社会に出てからも、人間
関係が大変重要だと語り、「人はひとりでは生活
していけない。人と人がつながる人間社会で生
きている。どれだけの人間関係をつくれるかで
幸せが決まる」と述べ、またいじめ問題では
「人の嫌がることをし
ないこと、人の役に立
つことを考えること。
相手を思いやる心・優
しさをもって対応すれ
ば、仲間が集まり、勇
気がわく」とエールを
送り、締めくくった。

　７月２３日月、牧田和樹氏（㈱牧田組取締役社長）
が射水市立奈古中学校において、２学年６１名を前に、
「よりよく生きる　～学ぶこと、働くこと～」と題
して課外授業を行った。

第９回　黒部市立高志野中学校

　四十物社長は、「働くことは単に収入を得るた
めでなく、己を磨き社会に貢献することである」
と語った。そして、スペインのバルセロナに伝
わる２人の石工職人の話を紹介。２人のもとを
訪ねてくる人に対して、１人の石工は不愛想に
追い払う一方で、もう１人の石工は「こんなに
素晴らしい建造物の建設に携わることができて
光栄だ」と誇らしく語ったという。この話を引
用して、「受け身ではなく積極的に仕事に取り組
むことのできる人になってほしい」と述べた。

　９月１９日㈬四十物直之氏（㈱四十物昆布取締役社
長）が黒部市高志野中学校において、２学年１０９名を
前に「『働くこととは？』－皆さんに伝えたいことー」
と題して課外授業を行った。

　また、挨拶がしっかりできることが人間の基
本であり、大切なことであると何度も強調した。
　次に、スペインの宗教家フランシスコ・ザビ
エル、フランスの詩人ポール・クローデなどを
紹介し、「日本人は昔から優れた民族であるとの
評価を受けている。自信を持つことが大切」と
語った。
　最後に、藤尾秀昭氏
（致知出版社社長）の
著書『心に響く小さな
５つの物語』から第５
話「縁を生かす」を朗
読し、出会いを大切に
することを生徒に訴え、
講演を終えた。

第８回　富山県立八尾高等学校

　冒頭、中尾代表は、小学２年生の頃の犀潟駅
での妹との体験に触れ、感謝の気持ちをしっか
り伝えることの大切さを説いた。そして、「『わ
が家のきまり』の第１条は『ありがとう』を言
うこと」と続け、「私たちは多くの方からお世話
になっており、感謝の心を持つことが大切。直
接お礼を伝えることができない場合は、勉強し
て社会の役に立つように働く。お礼の仕方にも
いろいろある」と述べ、自身が東北大学（中国遼
寧省）で客員教授を務めていることや、「とやま・
いのちの塔」の建立、カターレ富山の設立等を
紹介した。

　また、子どもの頃の夢について触れ、「夢は叶
わなくても、もつことが大事である」と語ると
ともに、いじめについては、「自分の心が少しず
つ腐っていく、決してやってはならない」と強
く諭した。
　後半には、恩師である高校時代の数学教諭へ
の弔辞や、英語教諭　小澤梅子先生からの言葉
「希望は遠い星の光　うつむく者には見えな
い」を紹介し、「恩師
への敬いや感謝、先生
と生徒の信頼関係が大
事である」と生徒たち
に語りかけた。
　最後に「夢は人を輝
かせ、希望は人を大き
くする」と述べ、講演
を締めくくった。

　９月１２日㈬、中尾哲雄氏（㈱インテック取締役最
高経営責任者）が富山県立八尾高等学校において、
２学年１６０名を前に、「君たちの未来」と題して課外
授業を行った。

相手を思いやる心で行動する
よう呼びかける牧田社長

生徒代表からの謝辞を受け握
手する中尾代表

挨拶をしっかりできることが
大切と語る四十物社長
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第１０回　立山町立雄山中学校

　浦山理事長は、「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」
を前にした生徒たちに、まず当会の紹介を兼ね
て、８、９月の「伝えよう“親心”推進月間」
の取組みを紹介した。そのうえで、「志」とは容
易に入手できない遠くにあって近づけないもの
であり、努力した時に自分だけでなく社会全体
のためになるもの、そして寝ても覚めても忘れ
ないものであると語り、欲望との違いを強調し
た。授業の前に立志式を終えたばかりの生徒た
ちは真剣に聴き入っていた。
　また、ひとの体の大きさは倍も変わらないが、

　９月１９日㈬、浦山哲郎氏（学浦山学園理事長）が
立山町立雄山中学校において、２学年２７１名を前に、
「『社会に出て働く』ということ」と題して課外授業
を行った。

心の大きさは１０倍、１００倍、１万倍にもなる、心
は心がけ次第で大きくなると説いた。
　そして、基礎や基本は「生きる力」のベース
であり、身だしなみをしっかりとして生活環境
を整えれば、志にも手が届くかもしれないと述
べた。最後に、司馬遼太郎氏の『２１世紀に生き
る君たちへ』から「自然物としての人間は、決
して孤立して生きられ
るようにはつくられて
いない。このため、助
け合うことが、人間に
とって、大きな道徳と
なっている。助け合う
気持ちや行動のもとは、
いたわりという感情で
ある」と引いて、締め
くくった。

第１２回　富山県立南砺福野高等学校

　佐子所長は、まず、経済用語の説明を含めて、
紙幣の発行や流通・管理、物価や金融システム
の安定など日本銀行が果たしている役割を映像
で紹介した。そのうえで、景気、GDPや財政政
策・金融政策の役割など経済を知ることにより、
新聞の経済欄が読めるようになり、またどんな
仕事に就いても役に立つと語りかけた。
　景気の説明では、「『景気良く』とは積極的に
支出していくこと」と述べ、ラーメンや食料品
などを例にとり「景気はぐるぐる回り」と説き、
生産、所得、支出（需要）の関係を説明した。そし
て、支出の中味を考えてみようと呼びかけ、

　９月２９日㈯、佐子裕厚氏（日本銀行富山事務所長）
が富山県立南砺福野高等学校において、２学年普通
科１９８名を前に、「経済の仕組みについて知ろう！」
と題して課外授業を行った。

GDPをわかりやすく解説し、GDPを理解する
ことで景気状況がわかると強調した。景気動向
指数や景気循環に関する代表的な考え方も紹介
した。
　財政政策や金融政策の役割を説明した後、今
後の日本経済の課題として、少子高齢化の進展
による経済成長の鈍化について触れ、①成長分
野への重点的な投資や内需の拡大、②トルコや
インドネシアなど新興
国への市場開拓や輸出
の増加が必要であると
述べた。生徒らは日本
経済の課題や将来に思
いをはせ、真剣な表情
で熱心に聴講していた。

第１１回　富山国際大学附属高等学校

　牧田社長は、冒頭、世に名を馳せる著名人は、
残した結果で評価されていると説明し、「過程よ
りも結果が大切である。長い人生の中で、いか
に結果を示すかを考えてほしい」と語った。
　その上で、「結果を示すためには人に認めても
らうことが大切。それは異性との交際と同じで
ある」と続け、人に認められるための「３つの
ポイント」を挙げた。
　１つめのポイントである「時間は平等」では、
皆が同じ条件で与えられている時間をいかに過

ごすかが重要であり、その積み重ねで一生が決
まると解説。２つめの「人間社会で生きている」
では、人は人の中で存在しており、人の心を理
解することが大切であると説いた。そして、３
つめの「人間力」は、「『考え方』、『意欲』、『知
恵』の掛け算であり、知恵には『知識』と『経
験』が必要。どれも欠
くことはできない」と
述べた。
　最後に「皆さんには
可能性がある。諦めず、
努力を惜しまず、素敵
な人生を歩んで欲し
い」とエールを送り、
締めくくった。

　９月２１日㈮、牧田和樹氏（㈱牧田組取締役社長）
が射水市高周波文化ホールにおいて、富山国際大学
附属高等学校　全学年８１０名を前に、「よりよく生き
る」と題して課外授業を行った。

基礎や基本の重要性を訴える
浦山理事長

相手を認め、思いやる気持ち
が大切と語る牧田社長

「経済を知ると新聞の経済欄が読
みやすくなる」と語る佐子所長
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第１３回　富山県立魚津高等学校

　新田社長は、はじめに「学校はひとのつなが
りの宝庫」で、この縁を一生大事にして欲しい
と語りかけた。そして、好きな言葉として「one 
for all, all for one」をあげ、仲間を大切にして欲
しいと述べた。
　また、人は一生勉強しなければならないし、
よりよく生きるために一生勉強とつきあってい
こう、基礎はあまり面白くないかもしれないが、
自分のやり方で工夫して楽しくつきあえるよう
確立してほしいと呼びかけた。中学高校時代の
勉強は人生の基礎となる、基礎がしっかりした
家は災害にも強いと強調した。つづけて「なぜ
勉強するのか。それは働いて世の中の役に立つ
ため」と語り、人生を実り多く幸せなものにす

　１０月６日㈯、新田八朗氏（日本海ガス㈱取締役社
長）が富山県立魚津高等学校において、１学年１９９名
を前に、「これからの日本を担うみなさんへ」と題し
て課外授業を行った。

るため、楽しむときは楽しむ、働くときは働く、
苦労するときは苦労しようと激励した。
　受験については「他流試合」と考えれば、「大
学受験は全国、世界中の同世代との他流試合だ。
嫌なことだと考えず、先に待っている楽しいこ
と、達成したときをイメージして頑張ろう、こ
のバックキャスティングの考え方は社会に出て
も役に立つ」と語った。そのうえで、受験は相
対評価だが、ライバルは敵ではなく仲間なので、
同世代の仲間の足を引
っ張るのはよくないと
訴えた。
　最後に「失敗しても
人生が終わることはな
い。諦めないという気
持ちがあれば仲間が助
けてくれる」とエール
を送り、締めくくった。

第１５回　富山市立老田小学校

　山﨑社長は、まず、会社の概要を説明し、オ
ーダーメイドでの設備機械の製作は、お客さま
の「思い・夢」を実現する仕事でもあると語っ
た。次に生徒たちに、どんな夢をもっているか
と問いかけた。男子児童は、野球選手やスポー
ツ選手、女子児童は、画家などと返答すると、
「『夢』は、ちょっとしたことで手が届くものや、
何十年もかかるものもある。夢がかなわず途中
でくじけそうになっても、絶対あきらめないこ
とが大切」と諭した。
　後半は、最近の話題にも触れ、iPS細胞研究

　１０月２５日木、山﨑義明氏（㈱山崎製作所取締役社
長）が富山市立老田小学校において、４～６学年９４
名を前に、「夢といっしょに歩いていこう」と題して
課外授業を行った。

でノーベル賞を受賞した山中伸弥京都大学教授
の言葉である「重い病気の患者さんを助けるこ
とが『夢』。１回成功するために、９回失敗しなく
てはいけない」を紹介。続いて、フットサルに取
り組むサッカーの三浦知良選手や、ヤンキースの
イチロー選手、８０歳でエベレスト登山に挑戦する
三浦雄一郎氏などを紹
介し、夢をもって取り
組むことの大切さを子
どもたちに語りかけた。
　最後に、「常に挑戦し
続けていくこと、一歩、
一歩着実に努力し、『夢
を忘れない』、『夢を膨
らませる』ことが大事」
と語り、講演を締めく
くった。

第１４回　高岡市立伏木中学校

　本川代表は、はじめに、翌週に「社会に学ぶ『１４
歳の挑戦』」に取り組む生徒たちに、みんなで握
手しようと呼びかけた。そして、①１０名以上の
人と挨拶ができたか（主体的に参加ができたか）、
②意味のある情報を交わしたか（常に考えたか）、
③ほめあい、励ましあいをしたか（認め合った
か）を生徒たちに確認させて、社会では言われ
たことのみをやるのではなく、一歩踏み出して
仕事をすることが大事と強調した。
　次に、「働くとは人が力を重ねること」と述べ、
社会ではチームで仕事をすることが大事である
と説き、職場では何かを教えてもらうという受

身ではなく、職場によい影響を与えようという
積極的な気持ちで望んで欲しいと語った。また、
気持ちよく働くためには、あいさつ、礼儀やマ
ナーが重要であると続けた。
　最後に、仕事には、①「イヤイヤ」働く＝
LABOR、②「ふつうに」働く＝JOB、③「ニ
コニコ」働く＝WORKだけでなく、④自分ら
しくふるまったり、人
のよいところをまねた
りするなど「ワクワク」
働く＝ＰＬＡＹがあると
紹介し、「職場体験では
いろいろな人と力を重
ねて、チャレンジして
きてほしい」とエール
を送った。

　１０月１９日㈮、本川祐治郎氏（㈱プランドットコム
代表取締役・経営士・ファシリテーター）が高岡市
立伏木中学校において、２学年１２６名を前に、「働く
ことの意義と心構え」と題して課外授業を行った。

「中学高校時代の勉強は人生の
基礎となる」と語る新田社長　

「一歩踏み出して仕事をしよ
う」と語る本川代表　

「夢に向かって少しずつがんば
ることが大事」と語る山﨑社長
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第１６回　富山県立大門高等学校

　大橋社長は、まず、当会教育問題委員会の
「海外教育事情視察」に触れ、フィンランド、
中国、ドイツやスイスの教育事情を紹介。そし
て日本、中国、韓国の中学生の中で日本人の勉
強時間が一番短いことを指摘し、グローバル化
の進展の中で実力をつけることの大切さについ
て述べた。
　次に自身が手がけるビジネスについて説明。
多角化の一環で平成15年、巨大なレストランを
オープンさせたが、数年後に閉店を余儀なくさ
れた。しかし問題点を解決し、新たなレストラ
ン経営にチャレンジし軌道に乗せることができ
た経験を踏まえ、「レストランは『存在感謝』を
経営理念に掲げ、感謝の気持ちを持つことを徹

　１０月２６日㈮、大橋聡司氏（大高建設㈱取締役社長）
が富山県立大門高等学校において１～２年生２４０名
を前に「夢を持つ」と題して課外授業を行った。

底している。皆さんも感謝の気持ちを大切にし
てもらいたい」と語った。
　そして、松下幸之助の「百聞百見は一験にし
かず」という言葉を紹介し、これからの人生を
歩んでいく上で、失敗を恐れずいろいろな経験
を積んでほしいと諭した。
　最後に、蒲島郁夫熊本県知事を紹介。蒲島氏
は子供の時に牧場主、
小説家、政治家の夢を
もっていた。高校卒業
後農協職員になったが、
ネブラスカ大学で農業
の研修後、ハーバード
大学で学び、東京大学
法学部教授、熊本県知
事に就任した経歴を説
明し、夢をもって、失
敗を恐れずチャレンジ
してもらいたいと語り
講演を終えた。

　高瀬本部長は、まず、コミュニケーションの
重要性について触れ、「挨拶」の「挨」は押す、
「拶」は押し返す意味で、学校でも社会でも挨
拶がコミュニケーションの基本であると語りか
けた。
　続けて、東京で勤務した際の日本語学校での
ボランティア体験を語り、「ボランティアは自分
の都合でやればよいのではなく、ひとの気持ち
を思いやることや気持ちに応えることが大切」
と強調した。　
　また、「社会に出ると縁が増える。縁をつない
で現在がある」と述べ、帝国ホテル社長の小林
哲也氏の「もう一度会いたいと思う人との縁を
活かすには、まず自分から何かを発信してみる
こと。これこそがすべての始まりとなるのでは

ないか」という言葉と出会い、これを実践して
実際に同氏と知遇を得たことを紹介。思い切っ
てトライしてみることがよい結果につながると
諭した。
　さらに社会に出てからはテーマを決めて活動
していると語り、そのことがすべての関わりの
基準となる、進学や社会に出てからも大変多く
の情報から取捨選択することが重要となると訴
えた。そして、米コロンビア大学ビジネススク
ールのシーナ・アイエ
ンガー教授の『選択の
科学』から、優先順位
をつけて行動すること
の意義を説き、すぐに
答えを出さなければな
らない時に役立つと助
言した。
　最後にサミュエル・
ウルマンの詩「青春」
を朗読してエールを送
り、課外授業を終えた。

第１８回　富山県立富山南高等学校
　１２月８日㈯、高瀬幸忠氏（㈱インテック執行役員
北陸地区本部長）が富山県立富山南高等学校におい
て、１学年２４０名を前に、「ご縁に感謝」と題して課
外授業を行った。

　林社長は、まず、人間が他の動物と違う点は
頭を使い広く社会と関わる存在であることと語
り、だからこそ勉強しなければならないと説い
た。そして、身近な問題や東日本大震災からの
復興など様々な問題解決のためにも勉強が必要
と語りかけた。また、「学ぶ」は「真似ぶ」と述
べ、コンピュータに情報が入っていないと意味
がないことを引き合いに出し、「からっぽの頭か
ら創造力は生まれない」と、読み書きそろばん・
暗記が大切であると力説した。
　続けて、会話は話し手と聞き手がいることで
成り立つとして、コミュニケーションはキャッ
チボールのようなものだと語った。実際に生徒
とキャッチボールを行い、誤ったコミュニケー
ションのとり方をわかりやすく示し、会話の重

要性も強調した。
　また、京セラの名誉会長　稲盛和夫氏の言葉を
引いて、能力は「才能」「経験」「意欲」「考え
方」の掛け算だと紹介し「マイナスの考え方を
すると結果はマイナスになる。プラス思考が大
切である」と諭した。
　さらに、「働く」の語源は「端（周りの人）を
楽にすること」と説明し、「働くのは自分のため
ではなく、人のため」で「お金のために働くの
ではなく、役に立つ仕
事をしてお金をもら
う」と熱く語った。
　最後に、自身の介護
施設事業を紹介し、「人
間には生きている意味
がある」「いのちは自分
の使える時間。いじめ
で大事な時間を奪って
はいけない」といのち
の大切さを訴えて、課
外授業を締めくくった。

第１７回　富山市立南部中学校
　１１月９日㈮、林和夫氏（朝日建設㈱取締役社長）
が富山市立南部中学校において、全学年５３１名を前に、
「学ぶこと　働くこと」と題して課外授業を行った。

「人間は一人では生きていけ
ない」と語る林社長

「小さな事の集まりが大きな
成果を生む」と高瀬本部長

チャレンジ精神が大切と
語る大橋社長　　　　　



平成２４年度　課外授業講師派遣　 ――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第１９回　富山市立速星中学校

　２月２０日㈬、富山市立速星中学校において、１学年２９９名を対象に、今井壽子氏（㈲ゼフィール代表取締役）、川
合紀子氏（㈲ステップアップ代表取締役）、高見貞徳氏（㈱アイペック取締役会長）、遊道義則氏（㈱ユニオンラン
チ取締役社長）の４名が「生き方を学ぶ」をテーマに課外授業を行った。

　今井代表は、「薬都・富山を薬草いっぱいにし
たい－安心して暮せる平和な世界を夢みながら
－」と題して、授業を行った。
　まず、大きな声で元気にあいさつし、笑顔を
絶やさないようにすることが幸せになるコツだ
と語った。そして、自分の足でしっかりと立ち、
自分の心を律すること－自律と自立－が大切で
あると訴えた。また「一冊でも多くの本を読ん
でほしい。豊かな心が自然と備わる」と述べた。
さらに、当たり前のことを根気強く続けること
で、達成感をもってほしいと続けた。
　次に、「花街道プロジェクト」について触れ、
市民や行政などと協働して、花で飾った美しい

街づくりに取り組んでいると紹介。家の近くな
ど身近なところから花を育て、富山を訪れる
人々に喜んでもらえるようにしようと呼びかけ
た。
　最後に「皆さんの活
躍の舞台は世界に広が
っている。旺盛な好奇
心や思考力をもって前
向きに挑戦してほし
い」とエールを送り、
授業を終えた。

　高見会長は、「今、中学生として身につけてお
くこと」と題して授業を行った。
　まず、人間が他の動物と異なる点として、「勉
強や遊び、仕事など自分を高めるために時間を
有効に使っていることである」と語り、人間に
生まれたことに幸せを感じ、何事にも意欲的に
取り組もうと呼びかけた。そして、ジョン・Ｆ・
ケネディの大統領就任演説から「あなたの国が
あなたに何をしてくれるかを尋ねるのではなく、
あなたがあなたの国のために何ができるかを考
えて欲しい」の言葉を引用し、受け身ではなく
自分から行動しようと強調した。
　また、正月の箱根駅伝に触れ、前年低迷した
日本体育大学が今年優勝したことを紹介。同校
の監督が「走り込むことだけが練習ではない」
として、起床・就寝時刻の徹底や、朝練習の義

務化、遅刻の厳禁など生活改善を行い、選手の
人間力や生活力を高め、団結力や競技力を身に
つけさせたと語った。
　最後に、「最近は出世したくないと考える人が
多いが、国を背負って立つ心意気が欲しい」と
訴えるとともに、リーダーの条件の１つに「人
柄」をあげ、「人柄がよ
いと人が集まり、自分
の助けとなる。そのた
めには、人が困ってい
たら助ける、よい行い
はさりげなく行うこ
と」と締めくくり、授
業を終えた。 

　川合代表は、「『生き方を学ぶ』～“今できる
こと”から始めよう～」と題して、授業を行っ
た。
　冒頭生徒に、「夢をもっているか」と問いかけ
た。そして夢をもてば自分の方向性が決まり、
その実現に向けて目標を設定し、「考え抜く力」
を養うことになると強調した。
　また、「今できること」と「将来できること」
との優先順位をつけて学ぶことが大切だと述べ、
「今できること」として、「自分の思いを素直に
相手に伝えることが大切である」と語った。更
にミュニケーションは一方的であってはいけな
いと述べ、「自分の想いを相手に伝えるための力
を養ってほしい」と呼びかけた。
　また、人から言われてできなかったときは、
人のせいにしたり、言い訳ばかり探してしまう

ことから、知識や情報、経験をもとに自分で考
え自分で行動することが大切であると述べると
ともに、「今できること」ができるようになると、
「できること」と「できないこと」を真剣に考
えられるようになると語った。
　さらに、笑顔であいさつをすることも「今で
きること」のひとつで
あり、周囲も明るくな
るので実践して欲しい
と述べた。
　最後に、「今できるこ
と」を見つけて、計画
的に最後までやりとげ
ようと語り、授業を締
めくくった。

「考え抜く力」が必要と語る川合代表

「やる気をもって行動しよう」
と訴える高見会長　　　　　

生徒の謝辞を受ける今井代表
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　遊道社長は、「『言葉の力に気付こうよ！』－
全てはコミュニケーションから始まる－」と題
して、授業を行った。
　最初に、考え方や言葉の使い方の違いで行動
が変わると語りかけ、時間を例に「『まだ３０分も
残っている』と考え、余裕を持っている人は
『もう』と捉えて緊張感をもとう。『もう３０分し
か残っていない』と考え、焦りを感じている人
は『まだ』と捉えて落ち着きを取り戻そう」と
呼びかけた。
　続けて、「目標」と「目的」は、言葉は似ているが
本質的には異なるものであると説明。「『目標』
は定量的であり、達成するものであるが、『目的』
は定性的であり、追求するものである」と解説
した。そのうえで、「目的」を持ち、自分の立ち
位置を認識して、「目標」を立てようと訴えた。
また、「ちょっと頑張れば達成できるサイズ」の

「目標」にすれば達成感が味わえると激励した。
　さらに、言葉の持つ不思議な力について、①言
葉は単なる道具ではないので本質を掴む、②好
きな話をする時は皆笑顔になる、③プラスの発
想をすればプラスの行動になる、などと述べた。
　最後に、「言葉の力」を活かすためには、素直
に聴くこと、積極的に
発言すること、話し合
いに貢献すること、責
任を持つことが大切で
あるとして、自分の可
能性を信じ、誰よりも
自分を好きになって、
人生を成功させてほし
いとエールを送り、授
業を終えた。 「成功とは目標達成の数だ」

と語る遊道社長　　　　　

第２１回　富山県立呉羽高等学校

　新田社長は、はじめに、学校は「縁」の宝庫
で、この「人の縁」を大切に育てて欲しいと語
りかけた。そして、「ライバルは敵ではなく仲間
である。足を引っ張ることをせず大切にして欲
しい」と訴えた。
　また、「人は一生勉強しなければならない」と
強調し、勉強と楽しくつきあう方法として、自
分のやり方で工夫して取り組むことが大切であ
ると呼びかけた。さらに、勉強する理由は幸せ
な人生を送るためであり、「よりよく人を幸せに
した人がより幸せになれる。それは人のために
尽くすことや働くことだ」と語った。そして、

　３月５日㈫、新田八郎氏（日本海ガス㈱取締役社
長）が富山県立呉羽高等学校において、１学年２２９名
を前に、「これからの日本を担うみなさんへ」と題し
て課外授業を行った。

「将来どのような職に就きどのような知識やス
キルが必要になるかわからない」と続け、中学・
高校時代の基礎学力がしっかりしていれば将来
の選択肢が広がると強調した。
　さらに、受験については嫌なことだと考えず、
将来待ち受けている「楽しみ」をイメージして
頑張ることが大切であると語った。そして、「と
り返しのつかない失敗
はない。失敗からの立
直り方をトレーニング
していくことも人生の
役に立つ」と激励した。
　最後に、英語やＩＣ
Ｔの重要性、グローバ
ル社会への対応などを
訴えて、授業を終えた。

勉強との楽しいつきあい方を
見つけてほしいと新田社長　

第２０回　富山市立岩瀬小学校

　高見会長は、まず、子どもたちに「夢を教え
てほしい」と語りかけた。子どもたちがそれぞ
れに答えると、「夢を持つことはとても大切なこ
と。夢は元気の源だ」と述べた。そして、「夢は
成長とともに変化してもよい」と語るとともに、
「夢は持っているだけではなく努力して実現さ
せるものだ」と強調した。
　続けて、夢を実現させるためには、「当たり前
のことを当たり前にできる人になることが必要
だ」と諭した。そして、「当たり前なこと」とは、
①元気であること～体も心もいつも「元気」で
あることが一番～、②規則正しい生活を守るこ
と～休日も起床・就寝時刻を守ろう～、③外で

　３月１日㈮、高見貞徳氏（㈱アイペック取締役会
長）が富山市立岩瀬小学校において、全学年１５７名を
前に、「夢に向かって！」と題して課外授業を行った。

遊ぶこと～花、草木や生物にも直接触れてみよ
う～、④何かを毎日続けること～どこまででき
たかを記録しよう～、⑤地域の友だちと遊ぶこ
と～「ガキ大将」が育ってほしい～、などと訴
えた。
　最後に、ＮＨＫ総合テレビで放送中の「ダー
ウィンが来た！」を紹介し、番組で登場する野
生動物と人間が異なる
点を説明。人間として
生まれてきてよかった
と語り、講演をしめく
くった。
　当日は創校１４０周年
記念式が開催され、保
護者や関係者など参加
者も聴講した。

「当たり前のことを当たり前にできる
人」になろうと呼びかける高見会長
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第２２回　黒部市立生地小学校

　林社長は、まず、吉田松陰の「夢なき者に理
想なし。理想なき者に計画なし。計画なき者に
実行なし。実行なき者に成功なし。故に、夢な
き者に成功なし」の言葉を紹介。「夢は持ってい
るだけではなく、理想を持って計画を立てて実
行しよう」と呼びかけた。そして、コンピュー
タに情報が入っていないと意味がないことを例
にあげて、「からっぽの頭から創造力は生まれな
い」と、読み書きそろばん・暗記の重要性につ
いて力説した。
　続けて、「働く」の語源は「端（周りの人）を
楽にすること」と述べ、「働くのは自分のためで
はなく、人のため」で「給料のために働くので
はなく、役に立つ仕事をして給料をもらう」と

　３月８日㈮、林和夫氏（朝日建設㈱取締役社長）
が黒部市立生地小学校において、６学年３５名を前に、
「夢をもって」と題して課外授業を行った。

説いた。そのうえで、「自分の夢はふるさと富山
の発展」であり、その実現のために「働いてい
る」と熱く語った。
　さらに、コミュニケーションはキャッチボー
ルのようなものだと述べた。実際にキャッチボ
ールを行い、誤ったコミュニケーションのとり
方をわかりやすく示した。
　最後に、「人間が生きているのには必ず意味が
ある」「命は自分の使え
る時間。いじめで大事
な時間を奪ってはいけ
ない」と命の大切さを
訴えて授業を締めくく
り、長年慣れ親しんだ
学び舎を旅立つ子ども
たちへの餞とした。

「人間が生きているのには必
ず意味がある」と諭す林社長
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教　員　対　象　の　講　演

人生は複線 広い視野で生徒に向き合人生は複線　広い視野で生徒に向き合うう　―新田特別幹事が射水市小中学校教員に講演―新田特別幹事が射水市小中学校教員に講演――

生の選択肢は一本道ではないことを早い時期に
教えてほしいと語った。
　また、グローバル化への対応として、子ども
たちの英語やＩＣＴ習得の必要性とともに、教師
自らも海外に出掛けるなど広い視野を持つ必要
性や、子どもたちに挨拶・掃除・人の話をよく
聞くことを通じてパブリックマインドを身につ
けさせる重要性について説いた。
　最後に日々自己研
鑽を図り、子ども達
には人間性をもって
相対してもらいたい
と要望し、講演を締
めくくった。

　８月３日金小矢部市総合会館で開催された
「平成２４年度小矢部市現職教員研修会」において
牧田和樹氏（㈱牧田組　取締役社長）が「企業にお
けるリスクマネージメント」と題して、約３０人
の小矢部市・砺波市・南砺市の教職員を対象に
講演した。
　牧田社長は冒頭、もともと「リスクマネージ
メント」という言葉は金融から出てきた言葉で
あるが、人命にかかわるような重要なものは、
マネージメントできない。自分の携わる建設業
も教育の世界も人命に関わる職業でありリスク
はゼロでなければならないと説明した。
　その上で、適切な問題解決方法として、①常
に原因と結果で物事を考えること、②人には心
があり、相手の立場を考えること、③価値観・
知恵を持って「生活する」ことが大切であると
解説した。

　８月１日㈬にアイザック小杉文化ホールで開
催された「平成２４年度射水市教育講演会」にお
いて、新田八朗氏（日本海ガス㈱代表取締役）
が「２１世紀を担うひとづくり」と題して、約４８０
名の教員を対象に講演した。
　新田社長は、①ファミリーパークを教師・子
どもも体験する（生態系、環境問題を考える場
である）、②身内の葬式は、死・生・命を考え
るよい機会であり、必ず出席させる、③学ぶ目
的は将来働くためであるとはっきり伝える、④
人生にはいろいろな選択肢があることを伝える、
⑤組織活性化はＰＤＣＡを愚直に行う、以上を主
旨として講演を行った。人生の選択肢について
は、村上龍氏の著書『１３歳のハローワーク』を
紹介。世の中には５１４種類もの職業があり、人

　また、大津市の中学２年生が自殺した件に関
連し、いじめに対しては担任が加害者・被害者
と向きあって白黒をつけ、その判断に対して苦
情があれば校長・教育委員会がフォローしてい
く体制が必要であると主張。加えて子どもには
価値観をしっかり教える必要があると力説した。
　さらに、「よりよく生きるためには、『人間力』
が必要。『人間力』とは考え方（＝価値観）×
知恵（知識×経験）で表現できる」「考え方は
『ＦＯＲ　ＭＥ』ではなく『ＦＯＲ　ＹＯＵ』を心が
け、読書・人脈づく
りで知識を高めてい
くことが、リスクに
対して正しい判断に
つながる」と語った。

適切な指導には人間力向上が必適切な指導には人間力向上が必要要　―牧田幹事が小矢部市現職教員研修会で講演―牧田幹事が小矢部市現職教員研修会で講演――
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子どもたちはふるさとを想い困難に挑戦子どもたちはふるさとを想い困難に挑戦をを　―大橋前教育問題委員長が滑川市の教員に講演―大橋前教育問題委員長が滑川市の教員に講演――

という想い、情熱からきていると語った。しか
し、青少年意識調査結果をみると、日本の今の
子どもたちは中国・韓国に比べ『やりたいこと
に困難があっても挑戦したい』と考える比率が
低いと指摘した。
　また、教育問題委員会の取組み、なかでも過
去３回の海外教育事情視察について、日本と海
外との違いを丁寧に説明するとともに、前次委
員会で発表した提言などについて説明した。
　最後に、「富山経済同友会としてもできる限り
協力させていただく
ので、様々な力を活
用して正しい教育を
やっていただきた
い」と強く要望した。

　８月７日火に滑川市立早月中学校ふれあいホ
ールで開催された「平成２４年度滑川市教育セミ
ナー」において、大橋聡司氏（大高建設㈱取締
役社長）が「企業が学校教育に望むこと」と題
して、市内小中学校教員約１８０名を対象に講演し
た。
　大橋社長は、建設業の新しい分野の進出とし
てはじめたレストラン事業が撤退を余儀なくさ
れたが、起業精神である「人財育成」に立ち返
り、徹底した教育を施して新たなレストラン経
営を軌道に乗せた事例や、累積赤字の第三セク
ター会社の再建に自ら範を示しながら社員一丸
となって経営に取り組んでいる事例等を紹介し
た。
　そして、企業経営において新しいものにチャ
レンジし、新しい価値を生み出していくことが
大切だと述べ、これらはふるさとをよくしたい

人格を磨き、後進の指導人格を磨き、後進の指導をを　―富山市中学校長会で中尾特別顧問が講演―富山市中学校長会で中尾特別顧問が講演――

か、やる気がないのか、先生方にはその原因を
追究してほしい」と投げかけた。
　また、国際化進展の中、「日本が生き残りを図
っていくには、学校が子どもをしっかり育て、企
業が受け入れていく。そのために中学生には意欲
を持たせることが大切」と述べるとともに、行き
過ぎた個性教育を戒め「個の大切さばかり訴える
のは問題。教育基本法にも民法と同様に『権利の
濫用』の注釈をつけるべきだ」と注文をつけた。
　最後に「指導者には知性、説得力、体力が必
要。またその根底には優しさが欠かせない。畏
怖の念を抱かせる先生を目指してほしい」、「師
弟の関係が温かい社
会を創る。自らの人
格を磨き、リーダー
として後進を指導し
て欲しい」と力説し
た。

　８月１０日金、中尾哲雄特別顧問は高志会館で
開かれた富山市中学校長会で「中学校教育に望
む～人材育成の観点から～」と題して講演を行
った。
　最初に、中学校教育５０周年を迎えた平成９年
の楠顕秀富山県教育委員長（当時）の言葉を引
用し、「登校拒否やいじめ問題、自我形成途上
の生徒への対応など中学校の先生方の苦労は今
も当時も同じ。中学教育は簡単に変わるもので
はないとの思いを強くした」と語った。
　そして、「社会情勢が教育と深い関わりがある
ことを教育者は認識すべき」と力説。エネルギ
ー問題では「失敗を活かし、失敗のない原子力
発電所を作っていくことが必要」と述べ、ネッ
トワーク社会について「企業活動に一番必要な
のは対人能力。ネット社会の進展が対人能力の
低下を招いた。中学教育でどのように取り組ん
でいくかが課題」と問題提起した。また、子ど
もの無気力化にも触れ「何故学ぼうとしないの
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いま求められる教育のいま求められる教育の姿姿　―林特別幹事が富山市小学校教頭会で講演―林特別幹事が富山市小学校教頭会で講演――

引いて、能力は「才能」「経験」「意欲」「考え
方」の掛け算だと紹介し、学校経営においても
「考え方」が重要と訴えた。
　さらに、「働く」の語源は「端（周り）を楽にす
ること」と説明。「自分のためではなく、人のた
めに働く」のであり、「給料のために働くのでは
なく、役に立つ仕事をして給料をもらう」と強
調するとともに、「人は経費ではなく資源だ」と
述べた。
　最後に、課外授業では子どもたちに、「人間に
は生きている意味が
ある」「いのちは自分
の使える時間。いじ
めで大事な時間を奪
ってはいけない」と
訴えていると紹介し、
講演を終えた。

　１月１６日㈬に富山市立速星公民館で開催され
た「平成２４年度富山市小学校教頭会・全体研修
会」において、林和夫氏（朝日建設㈱取締役社
長）が「私の教育観」と題して、富山市の小学
校教頭６８名を対象に講演を行った。
　林社長は、はじめに、自身の平成１３年５月の
コラム「熱血授業　小島先生の百日」について
説明。終戦前に南太平洋で戦死した２１歳の青年
教師が、戦時中に１００日間だけ教壇に立ち、暗
算競争と読み書き計算の反復練習によって子ど
もの意欲を沸き起こし、出征後も教え子たちに
思いを込めた手紙を送ったことを紹介。読み書
きと計算という基礎の訓練と「規律、礼儀、自
主」の精神をもって指導した青年教師の姿を通
じて、教師の熱意と師弟の絆やいま求められる
教育の姿への想いを熱く語った。
　また、京セラ名誉会長の稲盛和夫氏の言葉を

知識と経験の伝授者を目指してほし知識と経験の伝授者を目指してほしいい　―若林副代表幹事が指導主事等に講演―若林副代表幹事が指導主事等に講演――

よい教育を行い、よい人材を育てることにかか
っていると熱く語った。
　また、求められる能力と教育の果たすべき役
割について紹介。学校生活で習得できる社会的
基礎力やコミュニケーション能力、読み・書き・
そろばん、健康管理などの基礎学力と基礎体力
はとりわけ重要であり、個性は大切だが基本を
しっかりと押さえることが極めて重要だと語っ
た。さらに、変化への適応能力や共通の価値観
を持つことの重要性
を理解して欲しいと
述べた。最後に、人
材育成に携わる教員
にエールを送り、講
演を締めくくった。
　

　１月２８日㈪に富山県総合教育センターで開催
された「平成２４年度第１３回指導主事等研修会」
において、若林啓介氏（㈱若林商店取締役社長）
が「教員に期待すること」と題して、指導主事
等約７０名を対象に講演した。
　若林社長は、まず、経済人として期待するこ
とは、「社会に求められる人材の育成」であり、
教員には知識と経験の伝授者、「よき大人の見
本」になってほしいと訴えた。
　続けて、日本社会が直面する諸問題について
理解を深めてほしいと述べ、平均寿命、一人当
たりＧＤＰや殺人件数などを世界と比較して、日
本は安全で豊かで長生きできる「恵まれた国」
だと語った。しかし、人口減少、グローバル化
や自然災害リスクなどが国力の低下の招くのは
必然的であり、わが国が目指すべき方向として、


